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 鞆の浦を中心とする海域は海藻の生育に適した環境にあり、スサビノリなどの食用海藻の
養殖が広く行われている。しかし、貧栄養化や海水の温暖化などの影響により
スサビノリは色落ちの状態になりやすく、収穫期間の短縮が懸念されている。近年では1番ノリ
でも色落ちの状態に近いのものが採取されることがある。本研究に関わる水産会社が所属す
る漁業協同組合では毎年約10％が廃棄されており、乾燥ノリ（２０センチ四方）の枚数としては
約540万枚に達する。

食用としての商品価値が低い色落ちしたスサビノリに、健康維持・増進に係わる生物活性
機能を見出すことができれば、これまでに廃棄や収穫を放棄していたスサビノリを新たな地
域特産品に生まれ変わらせることができる。スサビノリの形態観察を行うと共に、有効利用
につながるスサビノリの生物活性機能として、スサビノリ抽出液を用いて、以下の項目に関
して研究を行う。さらに、これら生物活性機能を活用した商品開発の可能性を探る。
・生物活性機能として抗菌作用の検討と応用に関する研究
・生物活性機能としてコレステロールの吸収抑制作用の検討と応用に関する研究

1. コレステロール吸収抑制効果

(2) 表皮を守るバリアの役割を持つ表皮ブドウ球菌Sta. 
epidermidis を増殖させ、、皮膚トラブルの 原因菌となる黄色
ブドウ球菌Sta. aureus を抑制し、マラセチアM. furfur は横ば
いであり、良好な皮膚症状をもたらす可能性が示唆された。
色落ちしたスサビノリについても同様の効果を有する可能性

が示された(図5) 。

２．皮膚トラブルの原因菌に及ぼす抗菌効果
(１)真菌の一種Sac. cerevisiaeに対し、抗菌活性を示した(図4)。
色落ちしたスサビノリもほぼ同等の効果を示した(図5) 。

 スサビノリは、コレステロール（Cho）トランスポーターNPC1L1
のN末端ドメインに存在するCho結合サイトへのコレステロール
(Cho)の結合を阻害することで小腸からの吸収を抑制する。

(1)  Choの細胞内蓄積量を減少させた（図１）

(2)  Choトランスポーター(NPC1L1)の細胞内移行を抑制した（図２）

(3) NPC1L1)のCho結合部位へのChoの結合を抑制させした（図3）

廃棄されるスサビノリから調製した抽
出液は以下の生物活性機能を有する可
能性が示された。
１）消化管からのCho吸収抑制効果が
期待されることから、メタボリックシンド
ローム予防食品への応用
２）皮膚トラブルの原因菌となる黄色ブ
ドウ球菌に対する抗菌作用に加え、表
皮ブドウ球菌を増殖させて皮膚常在菌
のバランスを整える効果を有する可能
性から、ハンドクリームなどのスキンケ
ア商品への応用

スサビノリの生物活性機能を
活用した商品開発

総括と今後の展望

図１．スサビノリによるコレステロールの細胞内蓄積
に及ぼす影響

図２．スサビノリによるNPC1L1の細胞内移行に及ぼす影響
～共焦点顕微鏡による形態観察～

図３．スサビノリ抽出成分と[3H]-コレステロールの競合阻害実験

図６．Saccharomyces  cerevisiae(BY4742)に対する抗菌活性

図５． Saccharomyces  cerevisiae(BY4742)に対する抗菌活性 図７．皮膚常在菌に対するスサビノリによる抗菌作用

図４．ポルフィランと[3H]-コレステロールの競合阻害実験
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